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る
新
生
児
医
療
な
ら
び
に
新
生
児
死
亡
に
つ
い
て
の

紹
介
や
解
説
、
宮
崎
県
に
お
け
る
新
生
児
医
療
体
制

の
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。
今
後
、
新
生
児
医
療
に
お

け
る
臨
床
面
な
ら
び
に
基
礎
研
究
面
に
お
い
て
交
流

を
行
う
上
で
最
初
の
発
表
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
サ

ン
マ
ル
コ
ス
大
学
か
ら
の
大
学
院
生
受
入
に
つ
い
て

の
紹
介
も
行
っ
た
。

３
回
目
：
２
０
２
２
年
１
月
28
日

双
方
の
医
学
部
外
科
学
講
座
に
加
え
、
交
流
の
あ

る
ボ
リ
ビ
ア
国
の
外
科
医
師
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
医
学
部
間
で
の
胆
嚢
癌
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

ペ
ル
ー
に
お
け
る
胆
嚢
癌
の
診
断
や
治
療
法
の
紹
介
、

胆
嚢
癌
手
術
の
適
応
の
最
適
化
に
つ
い
て
の
発
表
を

行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
胆
嚢
癌
の
基
礎

臨
床
面
に
お
け
る
問
題
点
か
ら
、
今
後
の
共
同
研
究

や
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。
な
お

本
学
で
は
医
学
獣
医
学
総
合
研
究
科
大
学
院
特
別
セ

ミ
ナ
ー
と
し
て
も
開
催
し
、
60
名
近
い
博
士
課
程
な

ら
び
に
修
士
課
程
の
学
生
も
参
加
し
た
。

４
回
目
：
２
０
２
２
年
２
月
28
日

本
学
で
医
学
英
語
講
座
を
受
講
し
て
い
る
医
学
科

生
と
サ
ン
マ
ル
コ
ス
大
学
の
医
学
科
生
、
４
〜
６
年

生
が
各
20
名
程
参
加
し
、
交
流
会
を
実
施
し
た
。
国

や
大
学
の
紹
介
等
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る

海
外
か
ら
の
渡
航
制
限
の
た
め
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
招
へ
い
が
実
施
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
交
流
に
よ
り
醸
成
さ
れ
た
海
外
の
送
出
し

機
関
と
日
本
の
受
入
れ
機
関
の
良
好
な
関
係
を
継
続
さ

せ
る
た
め
、
ま
た
新
た
な
交
流
に
向
け
た
準
備
の
た
め

に
、
各
機
関
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支

援
を
続
け
て
い
る
。
今
回
は
宮
崎
大
学
が
実
施
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
同

窓
会
組
織
で
あ
る
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
Ｓ

Ｓ
Ｃ
）
の
マ
レ
ー
シ
ア
同
窓
会
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│

宮
崎
大
学
の
活
動
報
告

ペ
ル
ー
と
日
本

若
手
研
究
者
の
交
流
と
共
同
研
究

宮
崎
大
学
は
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

支
援
を
受
け
、
国
立
サ
ン
マ
ル
コ
ス
大
学
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
実
施
し
た
。
国
立
サ
ン
マ
ル
コ
ス
大

学
と
は
、
教
員
同
士
の
繋
が
り
も
深
く
、
大
学
間
協

定
も
締
結
し
て
い
る
。
開
会
式
で
は
両
大
学
長
、
研

究
担
当
副
学
長
、
国
際
連
携
担
当
副
学
長
、
さ
ら
に

は
ペ
ル
ー
駐
箚
日
本
国
特
命
全
権
大
使
に
も
ご
出
席

い
た
だ
き
、
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
。
双
方
と
も
に
、

今
後
の
研
究
交
流
に
前
向
き
で
、
こ
れ
を
機
会
に
人

的
交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
今
年
度
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

１
回
目
：
２
０
２
１
年
11
月
28
日

地
域
資
源
創
成
学
部
学
生
と
サ
ン
マ
ル
コ
ス
大
学

医
学
部
学
生
が
、
互
い
の
国
や
文
化
、
大
学
、
そ
し

て
研
究
内
容
等
の
紹
介
を
行
っ
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
交
流
の

手
始
め
と
な
る
交
流
会
と
な
っ
た
。

２
回
目
：
２
０
２
２
年
１
月
18
日

医
学
部
産
婦
人
科
と
サ
ン
マ
ル
コ
ス
大
学
医
学
部

産
婦
人
科
お
よ
び
小
児
科
と
の
間
で
、
両
国
に
お
け

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
303
回
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森下　和広
（宮崎大学
フロンティア科学
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産婦人科・小児科との交流会。後列左から２人目は著者
（森下氏）、後列右から２人目は池ノ上前宮崎大学長
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る
医
学
教
育
や
実
習
に
関
し
て
気
づ
い
た
事
を
挙
げ
、

そ
の
長
所
・
短
所
を
紹
介
し
、
今
後
の
医
学
教
育
の

あ
り
方
、
方
法
に
つ
い
て
双
方
の
取
り
組
み
を
発
表

し
た
。
後
半
は
、
４
、
５
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
討
論
し
た
。
両
校

の
医
学
部
長
（
ま
た
は
代
理
）
も
出
席
し
、
医
学
部

間
で
の
国
際
交
流
や
人
事
交
流
、
医
学
研
修
や
研
究

協
力
な
ど
、
今
後
の
発
展
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
交
流
会
に
よ
り
、
学
部
学
生
同
士
の
交

流
や
医
学
部
内
で
の
臨
床
な
ら
び
に
研
究
ト
ピ
ッ
ク

ス
に
つ
い
て
、
基
礎
お
よ
び
臨
床
医
学
研
究
者
や
医

師
に
よ
る
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
契

機
と
し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
情
報
交
換
や
相
互
訪
問

を
重
ね
、
共
同
研
究
の
推
進
、
人
事
交
流
を
進
め
る

手
が
か
り
と
し
た
い
。

科
学
技
術
振
興
機
構
と
マ
レ
ー
シ
ア
同
窓
会
の
共

催
で
、
２
月
26
日
に
「Bridging	Social	Capital	

and	Cultivating	Excellence

」
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
が

１
０
２
名
の
参
加
者
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
た
＝
写
真
。
今
回
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
同
窓
会
が

２
０
１
９
年
10
月
に
設
立
さ
れ
た
後
、
最
初
の
同
窓

会
会
合
と
な
る
も
の
でD

r.N
or	Ruw

aida	Jam
ian

が
司
会
を
務
め
た
。

◉
開
会

冒
頭
、
マ
レ
ー
シ
ア
同
窓
会
代
表
と
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
岸

輝
雄
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
本
部
長

か
ら
の
挨
拶
に
続
き
、
高
橋
克
彦
駐
マ
レ
ー
シ
ア
特

命
全
権
大
使
、N

or＇A
zam

臨
時
大
使
、
古
屋
圭
司

衆
議
院
議
員
・
マ
レ
ー
シ
ア
友
好
議
員
連
盟
会
長
か

ら
、Ｓ
Ｓ
Ｐ
と
同
窓
会（
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）へ
の
期
待
を

込
め
て
激
励
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
高
橋
克
彦
大
使
か

ら
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
日
本
は
古
く
か
ら
良
好
な
関

係
を
築
い
て
き
て
お
り
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
は
マ
レ
ー
シ
ア
と

の
交
流
・
発
展
に
貢
献
し
マ
レ
ー
シ
ア
の
若
い
方
々

に
日
本
訪
問
の
経
験
を
提
供
し
て
き
て
お
り
、
今
後
、

Ｓ
Ｓ
Ｐ
が
科
学
技
術
分
野
で
二
国
間
の
交
流
の
拡
大

に
貢
献
し
、
さ
ら
に
多
く
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
若
手
を

日
本
へ
招
へ
い
し
て
ほ
し
い
旨
が
述
べ
ら
れ
た
。

N
or＇A

zam

臨
時
大
使
か
ら
は
、
２
０
２
２
年
は
マ

レ
ー
シ
ア
・
日
本
の

外
交
関
係
開
設
65
周

年
、
さ
ら
に
は
東
方

政
策
（Look	E

ast	
Policy

）
40
周
年
を

迎
え
る
記
念
の
年
で

あ
り
、
今
後
、
Ｓ
Ｓ

Ｐ
に
よ
り
、
両
国
の

交
流
、
教
育
の
更
な

る
発
展
を
期
待
し
て

い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

古
屋
圭
司
衆
議
院

議
員
・
マ
レ
ー
シ
ア

友
好
議
員
連
盟
会
長

か
ら
は
、
日
本
・
マ

レ
ー
シ
ア
の
友
好
関

係
や
交
流
が
更
に
発

展
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
若
手
が
日
本
で
勉
強
で
き
る

よ
う
尽
力
し
て
い
く
と
と
も
に
多
く
の
若
手
が
来
日

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

◉
基
調
講
演

ま
ずM

oi	M
eng	L

ing

教
授
が
登
壇
。M
oi	

M
eng	Ling

教
授
は
、
自
身
の
留
学
生
時
代
、
卒
業

後
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
熱
帯
伝
染
病
研
究
か
ら

近
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
研
究
を
通
し
て
、
関
係
者
と
の

国
境
を
越
え
た
連
携
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

次
にU

niversiti	T
eknologi	M

alaysia

のD
r.	

Zam
ri	Y
usop

が
登
壇
し
た
。
名
工
大
在
籍
時
の
留

学
生
と
し
て
の
体
験
談
や
Ｓ
Ｓ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
時

に
お
け
る
体
験
談
に
加
え
、
同
窓
会
に
お
け
る
活
動

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
ま
た
、
日
本
へ
の
留
学
方
法

に
つ
い
て
自
身
の
考
え
を
提
示
す
る
と
と
も
に
具
体

的
な
方
法
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

◉
同
窓
生
か
ら
の
発
表

Gan

さ
ん
は
、
１
９
８
２
年
か
ら
開
始
し
たLook	

East	Policy

に
基
づ
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
重
要

性
を
指
摘
。
ま
た
、
現
状
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
科
学
の

生
産
性
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
Ｓ
Ｓ
Ｐ
の
活
動
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
維
持
の
た
め
の
活
動
の
継

続
が
必
要
で
あ
る
旨
、
語
っ
た
。

Che

さ
ん
は
、
自
身
の
名
工
大
へ
の
留
学
時
代
お

よ
び
２
０
２
１
年
１
月
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
主
催
タ
イ
・
マ

レ
ー
シ
ア
・
台
湾
と
合
同
（
九
工
大
サ
ポ
ー
ト
）
で

の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
参
加
し
た
際
の
経
験
談
を
参
加
し

た
学
生
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
紹
介
し
た
。

ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
マ

レ
ー
シ
ア
事
務
所
のM

r.	Raym
ond	T

an

と
マ
レ

ー
シ
ア
元
留
日
学
生
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｍ
）
のD

r.	
Lau	W

ee	Y
eap

が
、
日
本
へ
の
留
学
に
つ
い
て
申

請
方
法
等
豊
富
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
有
益
な
情
報
提

供
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
黒
木
慎
一
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
本
部
室
長
よ
り
、
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）
が
さ
ら
に
活
発
に
活
動

で
き
る
よ
う
に
今
後
も
支
援
し
て
い
く
と
の
挨
拶
が

述
べ
ら
れ
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

マ
レ
ー
シ
ア
同
窓
会
第
２
回
会
合
、ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
開
催

科
学
技
術
振
興
機
構（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）




